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序   文

　玉名市は、熊本県の北西部に位置しており、小岱山や菊池川、有明海といった自然

の恩恵を受け、旧石器時代から今日に至るまで長い歴史を持ち、多くの文化財が所在

しております。近年では国道 208 号バイパスや九州新幹線新玉名駅など新たな交通

網の整備が進み、県北における政治経済産業・教育文化・観光の中心都市としてさら

なる発展を続けています。

　玉名市教育委員会では、さまざまな開発事業との調整を図り、発掘調査等の円滑な

遂行のため、専門職員の増員を図るなど、体制の充実に努めてまいりました。また、

公共及び民間の様々な事業に対応するため、市内に所在する文化財の状況把握も常に

取り組み、埋蔵文化財行政の改善・充実に努力しています。

　本書は、令和２年度に実施した各種開発に伴う確認調査と発掘調査の成果をまとめ

たものです。本書が市民の方々にとって埋蔵文化財に対する理解の一助となり、広く

教育・文化の発展に寄与できれば幸いに存じます。

　　令和 4 年 3 月 18 日

玉名市教育委員会

教育長　福島　和義



例  言

１．	 本書は、玉名市教育委員会が令和 2 年度に国庫補助を受けて実施した、玉名市内遺跡の調査報告書
である。

２．	 調査は、玉名市教育委員会文化課中村安宏、 父雅史が担当した。
３．	 本書掲載のトレンチ及び遺構等の実測図は、各担当者が作成した。
４．	 遺物実測は、藤井めい子、北嶋百合子が行い、一部、古閑敬士の助力を得た。
５．	 調査時の写真撮影は、中村、 父が行った。
６．	 遺構実測図および遺物実測図のデジタルトレースは、宇田員将が行った。
７．	 遺物写真撮影は、宇田が行った。
８．	 挿図に使用した座標は、玉名市役所税務課所有の地籍図から転記した。座標値は世界測地系の第 2

座標系に基づいており、方位は特に記載がない限り座標北を示す。
９．	 同じ遺跡内で別地点の調査を複数行っている場合には、アルファベットによる調査地点名を付した。
10．	 調査地の地番については、原則として文化財保護法に基づく届出・通知の際に記載した地番を表示

した。いくつかの調査地点については、分筆等により、新たな地番が付されている場合がある。
11．	 トレンチの表記は、本文中を除き T と省略した。
12．	 本書で使用した遺構記号は、SD が溝、SK が土坑、SI が竪穴住居、SX がその他不明遺構、P は小穴

を表し令和 2 年度以前に調査された調査区内の遺構については、報告されている遺構名に準ずる。
13．	 整理作業は、玉名市文化財整理室で行った。
14．	 本書の執筆は、各調査担当者が調査後に作成した報文をもとに、宇田が行った。
15．	 本書の編集は、宇田が行った。
16．	 出土遺物は、玉名市文化財整理室で保管している。
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Ⅰ　調査の概要

１１　調査の体制

　調査及び報告書の作成は、下記の体制により実施
した。
令和 2 年度（確認調査・整理作業）
調査主体　玉名市教育委員会
調査責任　教育長　池田誠一 ( 令和 2 年 12 月 3 日まで）
                  教育長　福島和義 ( 令和 2 年 12 月 4 日から）
調査総括　教育部長　西村則義
　　　　　文化課長　伊藤恵浩
　　　　　課長補佐兼文化財係長　田中康雄
庶務担当　主査　 父雅史
調査担当　主査　中村安宏　
　　　　　主査　 父雅史
発掘作業員　小塩勝美、陶山哲士、
　　　　　　中嶋明子、野口龍宏
整理作業員　北嶋百合子、藤井めい子

令和 3 年度（報告書作成）
調査主体　玉名市教育委員会
調査責任　教育長　福島和義
調査総括　教育部長　藤森竜也
　　　　　文化課長　伊藤恵浩　
　　　　　課長補佐兼文化財係長　田中康雄
庶務担当　　主査　宇田員将
報告書担当　主査　宇田員将

２　調査の方法

　試掘確認調査は、工事などにより埋蔵文化財に影
響が及ぼされる地点において検出が予想される遺跡
の性格や地形等を勘案し、その事業内容に応じてト
レンチを適宜設定している。設定したトレンチは、
0.13 ～ 0.28㎥のバックホーにより掘削し、包含層
の一部や検出した遺構については、人力にて掘削を
行っている。実測図は、縮尺 1/20 を基本とし、平
面・断面図を作成した。トレンチ配置図等は、開発
に伴う測量図及び字図等に記入した。写真は、一眼
デジタルカメラで撮影し、データを保管してある。

３　調査総括

　玉名市では、平成 11 年度から国 ･ 県の補助を受
け、開発行為に伴い各種調査を実施している。
令和 2 年度における届出等の件数は、文化財保護
法第 93 条による届出 70 件、94 条による通知 23
件、調査依頼が 3 件であり、その内 10 件（調査依
頼分の 3 件含む）で確認調査を実施し、うち３件（高
岡原遺跡東区・西区、繁根木遺跡群）が発掘調査と
なった。確認調査件数の多くは、規模の大小に問わ
ず民間事業に起因するもので、公共事業に伴う確認
調査は、新玉名駅周辺開発や市道拡幅、急傾斜地対
策に伴うものであった。
　前年度に引き続き実施された新玉名駅周辺開発に
伴う確認調査は、約 154887.0㎡の対象地に対して、
合計 134 本のトレンチを設定し、4 地点（玉名市
玉名 1677 東トレンチ、同 1669 西トレンチ、同
1557-1 北トレンチ、同 385 トレンチ）において埋
蔵文化財が確認された。中でも同 385 トレンチで
検出された井戸は、古墳時代の集落跡等が発見され
た柳町遺跡範囲にも含まれており、当該遺跡との関
連性を考えるうえで重要である。これらの埋蔵文化
財が発見された地点は、開発により埋蔵文化財に影
響を及ぼす場合は、事前に発掘調査を実施する必要
がある。
　急傾斜対策に伴い確認調査が行われた繁根木遺跡
群では、玉名市文化センター（以下、文化センター
とする）駐車場内と玉名市立玉名第一保育所（以下、
第一保育所とする）旧敷地内にトレンチを設定した。
文化センター駐車場は、1980 年に寿福寺跡として
発掘調査を実施した調査区の南側、稲荷山古墳の西
側に当たるため、中世期の地下式坑や古墳周溝の検
出が想定された。また戦時中には、軍の施設があっ
たとの話もあり、戦跡関連遺構の検出が考えられた。
調査の結果、現代の攪乱が多く、文化センター駐車
場内で明確な遺構は認められなかった。一方、第一
保育所旧敷地内では、大正期の明治記念高瀬公会堂
と玉名図書館への進入路拡幅工事の際に繁根木箱式
石棺墓 1 基が掘り出されていることから、それに
関連する遺構が検出される可能性があった。確認調



- 2 -

Ⅰ　調査の概要

査おいて予測された埋蔵文化財は認められなかった
が、古墳時代の溝や時期不明の遺構が検出されたた
め、令和 2 年 2 月から同年５月まで発掘調査を実
施した。
　民間開発に伴う確認調査件数の内訳は、専用住宅
建築に伴うものが 4 件、店舗建設に伴うものが 2 件、
納骨堂建築に伴うものが 1 件である。
　専用住宅建設に伴い実施された確認調査のうち、
高瀬藩邸跡と高岡原遺跡で遺構が確認された。その
うち高岡原遺跡では、分譲地進入路の東側と西側で
発掘調査を実施し、平成 29 年度に実施した分譲地
進入路部分の調査区で発見された弥生時代後期の竪
穴住居や古代の溝に連続する遺構が確認された。こ
れにより高岡原遺跡における弥生の集落範囲がさら
に北西側に広がることが判明した。また古代の溝は、
平成 17 年度や平成 29 年度分譲地進入路部分の確
認調査で検出された溝と一連のものであることが明
らかとなった。

４　活用

　玉名市では、開発行為に伴う試掘確認調査の結果
を年度ごとに報告書として刊行し、その試掘確認
調査の成果をもって玉名市立歴史博物館こころピ
アにおいて 2 年毎に、発掘速報展を開催している。
令和２年度は、試掘確認調査成果および令和 2 年
度及び令和 3 年度に報告書が刊行された大原遺跡、
玉名平野遺跡群の発掘調査成果も併せ「第 9 回た
まな発掘速報展」と称して発掘速報展を開催した。
また速報展開催期間中には、「発掘調査成果報告会」
も実施した。
　平時は、「埋蔵文化財を守るために」･「埋蔵文化
財 Q ＆ A」といった内容のプリントや各遺跡の発
掘成果をまとめた概要版のリーフレットを独自に作
成し、博物館や文化課の窓口で配布するなど啓発も
積極的に行っている。
　今後も、発掘調査時の現地説明会やその成果に関
する報告会等を積極的に実施することで、埋蔵文化
財の保護や啓発を図りたいと考えている。

写真 1	 トレンチ掘削状況

写真 2	 発掘調査状況

写真 3	 整理作業状況

写真 4	 発掘調査成果報告会開催状況
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Ⅰ　調査の概要

第 1図	 令和 2年度調査地位置図

1 高岡藩邸跡
2 繁根木遺跡群
3 吉丸前遺跡
4 来顕寺

5 岩崎原遺跡
6 玉名平野遺跡群（Ａ地点）
7 高岡原遺跡
8 玉名平野遺跡群（B地点）

9 築地館跡
10 玉名平野遺跡群（C地点）
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Ⅰ　調査の概要

遺跡名 調査地
敷 地 面 積

（㎡）
種別 調査原因 調査期日 調査者 措置

1

高岡原遺跡（東区） 山田字高岡原 1996-12 69.85 発掘調査
専用住宅

（駐車場）
令和２年 9 月 10 日
　                  ～ 10 月  9 日

中村安宏
父雅史

－

高岡原遺跡（西区） 山田字高岡原 1996-7 78.00 発掘調査
専用住宅

（駐車場）
令和 2 年 10 月 21 日
　                 ～ 10 月 30 日

中村安宏
父雅史

　－　

遺跡名 調査地
敷 地 面 積

（㎡）
種別 調査原因 調査期日 調査者 措置

1 高瀬藩邸跡
岩崎字南岩原 
           1158-3,1158-4

426.37 確認調査 専用住宅 令和２年 4 月 20 日 父雅史 工事立会

2

繁根木遺跡群　第１次
繁根木 143-3,
      　　　143-4,143-5

5,399.23 調査依頼
急傾斜地

対策

令和 2 年 5 月 13 日
　        ～ 5 月 27 日

父雅史 慎重工事

繁根木遺跡群　第 2 次 繁根木 147-1( 園庭部） 令和 2 年 7 月 29 日 父雅史
菊池直樹
石松　直

発掘調査

繁根木遺跡群　第 3 次 繁根木 147-1（園舎跡地）
令和 3 年 12 月 1 日
　        ～ 12 月 3 日

慎重工事

３ 吉丸前遺跡 寺田字山口 1484-1 663.0 確認調査 道路 令和 2 年 6 月 9 日 父雅史 工事立会

４ 来顕寺
青野 133-1 の一部
外 2 筆

2740.77 確認調査 納骨堂 令和 2 年 6 月 9 日 父雅史 慎重工事

５ 岩崎原遺跡 立願寺 16-5 235.6 確認調査 専用住宅 令和 2 年 6 月 15 日 父雅史 慎重工事

６ 玉名平野遺跡群（A 地点）
玉名字小楠木
　　　　429-1･430-1

2731.07 確認調査 薬局 令和 2 年 7 月 2 日 父雅史 慎重工事

７ 高岡原遺跡 山田字高岡原 1996-12 266.22 確認調査 専用住宅 令和 2 年 9 月 8 日 父雅史 発掘調査

８

玉名平野遺跡群（B 地点）
第 1 次

玉名 1453 外 23 筆

154,887.0 調査依頼 駅周辺整備

令和 2 年 11 月 11 日
　　　～ 11 月 18 日

父雅史

－

玉名平野遺跡群（B 地点）
第 2 次

玉名 1553-1 外 12 筆
令和 2 年 12 月 1 日
　　　～ 12 月 9 日

父雅史

玉名平野遺跡群（B 地点）・
　　　柳町遺跡　第 3 次

玉名 377-1 外 28 筆
令和 3 年 1 月 21 日
　　　 ～ 1 月 29 日

父雅史

玉名平野遺跡群（B 地点）・
両迫間日渡遺跡　第 4 次

玉名 1640-1 外 15 筆
令和 3 年 2 月 5 日
　     ～ 2 月 15 日

父雅史

玉名平野遺跡群 （B 地点）・
両迫間日渡遺跡　第 5 次

玉名 1608-1 外 14 筆
令和 3 年 2 月 17 日
　       ～ 2 月 25 日

父雅史

9 築地館跡 築地陣内 2401 138.42 調査依頼 専用住宅 令和 2 年 11 月 24 日 父雅史 慎重工事

10 玉名平野遺跡群（C 地点）
玉名字下深田
1241-1,1242-1,1243-1

1,935.0 確認調査 薬局 令和 2 年 11 月 30 日 中村安宏 慎重工事

第 1表 令和２年度試掘 ･確認調査一覧

第 2表 令和２年度発掘調査一覧



Ⅱ　令和２年度の調査
　（試掘 ･ 確認調査）



１　高瀬藩邸跡１　高瀬藩邸跡

所 在 地：玉名市岩崎字南岩原 1158-3,1158-4
調査原因：専用住宅
対象面積：426.37㎡
調 査 日：令和２年 4 月 20 日
調 査 者： 父雅史

　調査地は、繁根木川右岸の低丘陵上に位置する、
標高約 11m の地点である。一帯は、江戸時代末期
から明治時代初頭にかけて高瀬藩用地として造成さ
れている。敷地内は、調査依頼に基づいて平成 27
年度に確認調査を実施し、高瀬藩家臣の屋敷に伴う
井戸跡などを検出した。前回の調査結果を踏まえ、
遺構検出面が地表下約 30cm と浅いことから、今
回の住宅工事の設計に基づき、改めてトレンチを設
定して確認調査を実施した。
　前回と同様に表土及び藩邸造営時による整地層直
下の土層は、無遺物層であったが東側の大半は、以
前の建物を解体する際に撹乱を受けた状況であり、
コンクリート基礎部の残骸も含まれていた。西側で
は、遺構プランを数基確認できたが、遺構検出作業
のみではその時期や性格を判断することに限界があ
り、検出した遺構が撹乱の可能性も考えられたこと
から、継続して調査を実施した。
　遺構は、近世末から近代と考えられる廃棄土坑
(SK01) のほか、時期不明の小溝 (SD02)、ピット 2
基（P1・P2）を検出したが、その他は現代の撹乱
であった。廃棄土坑からは、少量であるが陶磁器、瓦、
貝殻片などが出土した。廃棄土坑 (SK01) の約 3m
北西側には井戸も残存し、高瀬藩家臣の屋敷に伴っ
ていた可能性も考えられる。また撹乱から出土した
ニッケータン（第 6 図 1）は、「国策炭」・「助燃機」
などと呼ばれ、第二次世界大戦中に少量の炭でも火
力を長持ちさせるために使用された代用陶器の一種
で、戦時中の生活風景が垣間見れる資料である。
　調査区東側では、前述のとおり撹乱が多くみられ、
その面積も狭小であるため、基礎の掘削時に工事立
会を行っているが、新たに遺構 ･ 遺物は、発見され
なかった。　　
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Ⅱ　令和２年度の調査（試掘・確認調査）
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第 2図	 高瀬藩邸跡調査地位置図

第 3図	 高瀬藩邸跡トレンチ配置図

写真 5	 高瀬藩邸跡 1トレンチ調査状況（北から）
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﻿１　高瀬藩邸跡

Ｘ＝-7586.0　　

Ｘ＝-7580.0　　

0 2mS=1/50

撹乱SD02

P1

P2

SD02

SK01

Ｙ
＝
-4
17
66
.8

Ｙ
＝
-4
17
66
.8

掲載範囲

平成 27年度確認調査
にて検出された井戸

1 トレンチ ２トレンチ

撹乱

0 10cmS=1/3

1

2

P1P2

①　褐色粘性土（7.5YR ４/3)　
　　しまり、粘性弱い。砂粒を多く含む。
　　近世の小溝（畑に伴うものか）

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

①② ⅡⅡ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ ①

SD02土層断面

基本層序
   I      砕石層
  Ⅱ　整地層
  Ⅲ    明黄褐色土（2.5YR 7/6)
        しまり強く、粘性あり。無遺物層。

P1・P2土層断面

SD02

②暗褐色（7.5YR 3/3)土　炭化物、鉄釘を含む。
①暗褐色（7.5YR 3/4)土　炭化物、焼土含む。

第 4図	 高瀬藩邸跡遺構配置図

第 5図	 高瀬藩邸跡遺構土層図

第 6図	 高瀬藩邸跡出土遺物実測図

写真 6	 高瀬藩邸跡 4トレンチ攪乱出土陶器 甕



２　繁根木遺跡群２　繁根木遺跡群

所 在 地：玉名市繁根木 143-3,143-4,143-5（第 1 次）
　　　  ：玉名市繁根木 147-1 園庭部（第 2 次）
　　　  ：玉名市繁根木 147-1 園舎跡地（第 3 次）
調査原因：急傾斜地対策
対象面積：5,399.23㎡
調 査 日：令和 2 年 5 月 13 日～ 5 月 27 日（第 1 次）
　　　  ：令和 2 年７月 19 日（第 2 次）
　　　  ：令和 2 年 12 月 1 日～ 12 月 3 日（第 3 次）
調 査 者： 父雅史 ( 第 1 次）
　　　　  父雅史、菊池直樹、石松　直
　　　　　　　　　　　　　　（第 2 次・第 3 次）
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Ⅱ　令和２年度の調査（試掘・確認調査）
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第 7図	 繁根木遺跡群調査地位置図

第 8図	 繁根木遺跡群トレンチ配置図



　調査地は、繁根木川右岸低丘陵上、標高約 12m
の地点に位置する。調査地北側は、中世から近世に
かけて所在した寿福寺推定地にあたり、調査地南側
の第一保育園旧敷地は、近世の玉名郡代詰所が所在
していた。調査地西隣には稲荷山古墳もあり、各々
関連遺構の検出が想定された。確認調査は、文化セ
ンター駐車場部分（第 1 次）に 11 本、第一保育園
旧敷地（第 2 次・第 3 次）に 17 本の合計 28 本の
トレンチを設定し掘削した。その結果、文化センター
駐車場は、現代の撹乱が著しく大幅に削平を受けて
いることから、埋蔵文化財が残存している可能性は
低いと考えられる。一方で 2 区は、大正期に建て
られた玉名郡立図書館跡と想定される遺構と古墳時
代と考えられる溝状遺構と時期不明の遺構を数基検
出された。調査地は、急傾斜地崩壊危険区域の造成
工事で、大幅な切土が発生するため、遺構が検出さ
れた第一保育所旧敷地では発掘調査が必要であると
判断した。
　発掘調査は、令和 3 年 2 月から同年５月まで実
施されており、繁根木遺跡群の確認調査および発掘
調査の詳細は、後日刊行される調査報告書内で追っ
て報告する予定である。

第 9図	 繁根木遺跡群 2区遺構検出状況図
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﻿２　繁根木遺跡群

近代以前の遺構

近代以降の遺構

現代の攪乱

トレンチ
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T17
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写真 7	 繁根木遺跡群 1区 9トレンチ掘削状況（南東から）

写真 8	 繁根木遺跡群 2区 2トレンチ掘削状況（西から）



３　吉丸前遺跡３　吉丸前遺跡

所 在 地：玉名市寺田字山口 1484-1
調査原因：道路
対象面積：663㎡
調 査 日：令和 2 年 6 月 9 日
調 査 者： 父雅史

　調査地は、菊池川左岸の台地上に位置する標高
43 ～ 50m の地点であり、現況は市道及び畑地、宅
地である。平成 13 年度から 15 年度にかけて西側
に隣接する玉名バイパス建設に伴い実施された発掘
調査では中世の館跡に伴う空堀状遺構等を検出して
いる。
　今回、市道拡幅工事の際に畑地などで切土が発生
するため 5 か所のトレンチを設定し、確認調査を
実施した。
　確認調査の結果、5 トレンチを除くすべてのトレ
ンチで I 層からⅢ層の堆積を確認した。I 層は、耕
作土（Ia 層は現代、Ib 層は近世以降の旧耕作土）
でⅡ層は、暗褐色粘性土、Ⅲ層は黄褐色粘性土で地
山と考えられる。４トレンチでは、Ib 層上で暗渠
状の掘り込みが確認された。５トレンチは、Ⅰ層が
確認されず宅地造成による客土がみられ、その下層
にはⅡ層、Ⅲ層の堆積が確認された。Ⅱ層中には井
戸跡が確認されたが瓦礫とコンクリートで埋められ
ており近代以降のものと考えられる。調査区全体に
おいて近世以前の遺構が認められなかったため慎重
工事となった。　　
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第 10 図	 吉丸前遺跡調査地位置図

第 11 図	 吉丸前遺跡トレンチ配置図

第 12 図	 吉丸前遺跡土層断面柱状図
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  Ⅱ層　  暗褐色粘性土（7.5YR 3/4)   しまり、粘性やや強い。無遺物層。
  Ⅲ層　  黄褐色粘性土（10YR  5/8）しまり、粘性弱い。無遺物層。
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Ⅱ　令和２年度の調査（試掘・確認調査）

写真 9	 吉丸前遺跡 3トレンチ掘削状況（南から）



４　来顕寺４　来顕寺

所 在 地：玉名市青野 133-1 の一部外 2 筆
調査原因：納骨堂
対象面積：2,740.77㎡
調 査 日：令和 2 年 6 月 9 日
調 査 者： 父雅史

　調査地は、伊倉丘陵性台地上の標高 43 ～ 50m
の地点に位置する。江戸時代後期には来顕寺が建立
されているが、今回は、納骨堂建設予定地に３か所
のトレンチを設定し確認調査を実施した。
　1 トレンチは、現地表面から約 15cm 下、2 トレ
ンチは現地表面から約 40cm 下までは表土及び旧
耕作土層であり、その直下は、基盤土 ( 無遺物層 )
であった。特に 1 トレンチでは、竹根やごみ穴に
よる撹乱がみられ、埋蔵文化財は認められなかった。
　3 トレンチ付近は、1 トレンチ・2 トレンチ地点
よりも約 1.5m 低くなっており、本堂と同じ高さで
ある。３トレンチは、表土直下が礫層であったこと
から、本堂が建てられた江戸期に削平を受けている
ものと考えられる。
　以上の状況から、納骨堂建設予定地内に埋蔵文化
財は認められなかったため、慎重工事となった。
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第 13 図	 来顕寺調査地位置図

第 14 図	 来顕寺トレンチ配置図

写真 10	 来顕寺 1トレンチ掘削状況（東から）第 15 図	 来顕寺土層断面柱状図
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Ⅱa層　黄褐色土（10YR 5/8)   
                しまり弱く、粘性なし。
　　　   さらさらしている。
                無遺物層。
Ⅱb層　明赤褐色土（5YR  5/6）
                しまり弱く、粘性なし。
                1cm～ 20cm大の礫を
                多量に含む。無遺物層。
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﻿４　来顕寺
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５　岩崎原遺跡５　岩崎原遺跡

所 在 地：玉名市立願寺 16-5
調査原因：専用住宅
対象面積：235.6㎡
調 査 日：令和 2 年 6 月 15 日
調 査 者： 父雅史

　調査地は、繁根木川右岸の低丘陵上に位置する標
高約 16m の地点で、現在は 4 区画の分譲地となっ
ている。今回の確認調査は、専用住宅の建設予定地
内に 3 か所のトレンチを設定し実施した。
　各トレンチの基本土層は、I 層が整地層、Ⅱ層が
旧耕作土層、Ⅲ層が暗褐色粘性土層、IV 層が黄褐
色粘性土層 ( 無遺物層 ) であり、いずれのトレンチ
においても埋蔵文化財は、認められなかった。
　今回の工事は、基礎の掘削深度が平均約 37cm、
北東側では約１m であるが、確認調査の状況から、
慎重工事となった。
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第 16 図	 岩崎原遺跡調査地位置図

第 17 図	 岩崎原遺跡トレンチ配置図

写真 11	 岩崎原遺跡 1･2 トレンチ掘削状況（北から）

第 18 図	 岩崎原遺跡土層断面柱状図
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Ⅰ層　整地層　山砂。一部砕石含む。
Ⅱ層    旧耕作土　　
　　　近世以降と考えられ、砂粒、暗褐色土と混ざる。
Ⅲ層　暗褐色粘性土（7.5YR 3/4）
　　　しまり、粘性やや強い。無遺物層。　
Ⅳ層　黄褐色粘性土（10YR 5/8)  
　　　しまり、粘性弱い。根穴が顕著にみられる。無遺物層。 
          

0 1m
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Ⅱ　令和２年度の調査（試掘・確認調査）
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６　玉名平野遺跡群（A地点）６　玉名平野遺跡群（A地点）

所 在 地：玉名市玉名字小楠木 429-1、430-1
調査原因：薬局
対象面積：2,731.07㎡
調 査 日：令和 2 年７月２日
調 査 者： 父雅史

　調査地は、菊池川右岸の平野部に位置する標高約
6m の地点である。現況は、水田で周辺の市道より
も約 1m 低くなっている。今回は、薬局の新築に伴っ
て盛土及び杭打ち工事が行われるため、工事予定地
内に 2 か所のトレンチを設定し、確認調査を実施
した。各トレンチでは、Ⅰ層～Ⅴ層の堆積がみられ
たが、埋蔵文化財は確認されなかった。
　今回の工事は、市道の路面高に合わせるため敷地
全体に約１ｍの盛土が計画されている。建物の基礎
及び擁壁施工時は、盛土後の設計地盤高から約 1.2
ｍ下まで掘削し、直径 30cm の杭が 15 本打ち込ま
れるが、確認調査の状況から慎重工事となった。

第 19 図	 玉名平野遺跡群（A地点）調査地位置図

第 20 図	 玉名平野遺跡群（A地点）トレンチ配置図

写真 12	 玉名平野遺跡群（A地点）１T掘削状況（南西から）
第 21 図	 玉名平野遺跡群（A地点）土層断面柱状図
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 Ⅰ層　  耕作土　近代～現代
Ⅱa層    黄褐色砂質土（2.5Y５/4)　近世以降の耕作土か。
　　　   しまり弱く、粘性なし。全体的に粗い砂粒を多量に含む。
Ⅱb層   黄褐色砂質土（2.5Y５/3) 　近世の耕作土。
　　　   しまり、粘性弱い。全体的に粗い砂粒を多量に含む。   
Ⅲa層　オリーブ褐色粘性土（2.5Y 4/4）
　　　    ややしまり、粘性あり。細かい砂粒少量、マンガン含む。
Ⅲb層　オリーブ褐色粘性土（2.5Y 4/6）
　　　    Ⅲa 層よりもしまり強く、粘性あり。マンガンをやや多く含む。
Ⅲc層　にぶい黄褐色粘性土（10YR 5/4）
　　　   しまり、粘性強い。マンガン少量含む。　
Ⅳa層　灰オリーブ色粘性土（5Y 4/2）  
　　　   しまり、粘性やや強い。部分的にマンガン含む。
Ⅳb層　灰オリーブ色粘性土（5Y 5/3）   しまり、粘性弱い。
Ⅴa層　黒色粘性土（5Y 4/2）  
　　　   しまり弱いが、粘性強い。全体で最も黒色が強い。
Ⅴb層　オリーブ黒色粘性土（5Y 3/1）  しまり弱いが、粘性強い。
Ⅴc層　オリーブ黒色粘性土（5Y 3/2）  しまり弱いが、粘性やや強い。水分含む。  
          

0 1m
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﻿６　玉名平野遺跡群（A 地点）
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7　高岡原遺跡7　高岡原遺跡

所 在 地：玉名市山田字高岡原 1996-12
調査原因：専用住宅
対象面積：266.22㎡
調 査 日：令和 2 年 9 月 8 日
調 査 者： 父雅史

  調査地は、小岱山から南に伸びる丘陵上、標高
26m 程の地点で、現在は、分譲地となっている。
隣接する分譲地の進入路部分については、平成 29
年度に発掘調査を実施し、弥生時代後期の竪穴住居
跡 7 基、古墳時代の竪穴住居跡 1 基、古代と考え
られる溝跡 1 条などを検出している。
　今回、専用住宅に付帯する駐車場工事に伴い約
70㎡の範囲で切土が発生するため、駐車場工事の
範囲において確認調査を実施した。
　確認調査の結果、隣接する平成 29 年度の発掘調
査地と同様、現地表面から約 55cm の深度で遺構
が検出された。主な遺構は、弥生時代後期と考えら
れる竪穴住居跡 2 基と平成 29 年度発掘調査で検出
された古代溝の続きと想定される溝状遺構が 1 条
である。
　今回の専用住宅新築工事に伴う建物基礎部分の掘
削は、最深部で約 36cm であり、すべて耕作土中
に収まるが、駐車場部分は、進入路と同じ高さまで
切土されるため、遺構検出面に影響を及ぼす。その
ため駐車場部分の範囲については発掘調査を実施す
ることとなった。
　同様に分譲地進入路を挟んだ西側の専用住宅建設
用地の内、駐車場部分（78.0㎡）も進入路に合わ
せて切土が発生するため、今回の確認調査結果から
西側も発掘調査を実施することになった。
　2 か所の駐車場建設予定地の発掘調査は、令和 2
年度に実施したが、その発掘調査の成果等は、本書

「Ⅲ令和 2 年度の調査（発掘調査）」で詳細な報告
を行っている。併せて参照いただきたい。
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Ⅱ　令和２年度の調査（試掘・確認調査）
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第 22 図	 高岡原遺跡調査地位置図

第 23 図	 高岡原遺跡確認調査範囲図

写真 13	 高岡原遺跡調査風景（北から）



８　玉名平野遺跡群（B地点）８　玉名平野遺跡群（B地点）
　　　　　　　( 両迫間日渡遺跡 ･柳町遺跡）　　　　　　　( 両迫間日渡遺跡 ･柳町遺跡）

所 在 地：玉名市玉名 1453 外 23 筆（第 1 次）

　　　　  玉名市玉名 1553-1 外 12 筆（第 2 次）
　　　　  玉名市玉名 377-1 外 28 筆（第 3 次）
　　　　  玉名市玉名 1640-1 外 15 筆（第 4 次）
　　　　  玉名市玉名 1608-1 外 14 筆（第 5 次）

調査原因：新玉名駅周辺整備事業に伴う開発
対象面積：154,887㎡
調 査 日：令和２年 11 月 11 日～ 11 月 18 日（第 1 次）
　　　　令和２年 12 月 1 日～ 12 月 9 日（第 2 次）
　　　　令和 3 年   1 月 21 日～ 1 月 29 日（第 3 次）
　　　　令和 3 年   2 月   5 日～ 2 月 15 日（第 4 次）
　　　　令和 3 年   2 月 17 日～ 2 月 25 日（第 5 次）
調 査 者： 父雅史
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﻿８　玉名平野遺跡群（B 地点）
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第 29 図 B-3地点

第 27 図 B-2地点

第 〇 図第 25 図  B-1地点

第 〇 図第 27 図 B-2地点

第 29 図 B-3地点第 29 図 B-3地点

第 24図	 玉名平野遺跡群（B地点）（両迫間日渡遺跡・柳町遺跡）調査地位置図



　調査地は、菊池川右岸、標高約５ｍ～６ｍ付近の
平野部に位置する。B-3 地点が一部含まれる柳町遺
跡では、玉名バイパスの建設に伴い平成 6 年度か
ら平成 12 年度にかけて発掘調査が実施され、古墳
時代から古代を中心に集落跡などを検出し、青銅鏡
･ 木製短甲などの重要な遺物も出土した。九州新幹
線新玉名駅建設に伴い平成 19 年度から平成 20 年
度に発掘調査を実施した両迫間日渡遺跡では、古墳
時代中期の祭祀遺構を検出し、多くの滑石製品 ･ ミ
ニチュア土器が出土するなど、重要な埋蔵文化財が
多く残っている遺跡である。本年度も調査依頼に
基づき、B-1 地点で 54 か所、B-2 地点で 41 か所、
B-3 地点で 39 か所の合計 134 か所で確認調査を実
施した。すべてのトレンチにおいて概ねⅠ層からⅥ

層まで確認し、Ⅱ層とⅢ層並びにⅢ層とⅣ層間には
砂層が堆積していることが多い。
　B-1 地点は、臼間山地からのびる扇状地形の先に
広がる地点を指す。1669 番地西トレンチと 1677
番地東トレンチで土師器が出土する遺物包含層を確
認したが、1669 西トレンチは、砂層に挟まれた状
態で遺物包含層が確認され、下の砂層は激しい湧水
を確認したため遺物包含層は、流れ込みによる再堆
積と考えられる。
　B-2 地点は、新玉名駅南東側一帯の範囲である。
一部のトレンチではⅡ層とⅢ層の間に砂層の堆積が
見られるが砂層自体の堆積は、B-1 地点と比較する
と限定的である。Ⅲ層以下の堆積は、B-1 地点と比
較してⅣ層、Ⅴ層の堆積が厚く、それに伴い地山層

- 16 -

Ⅱ　令和２年度の調査（試掘・確認調査）

第 25 図	 玉名平野遺跡群 (B-1 地点）トレンチ位置図
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①　オリーブ黒色土層（10Y 3/1) 
　　しまりなく、やや粘性あり。土器少片多く含む。
②　暗褐色土層（10YR 3/4) 
　　ややしまりあり。土器片含む。
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※柱状図の頭にある数字は地番を表す。

地山

遺物包含層

近現代

近世

古代～中世

弥生～古墳

現代耕作土。
旧耕作土（水田床土）。

黄褐色砂質土（2.5Y 5/4) 
 全体的に粗い砂粒を多く含む。近世以降の耕作土か。
黄褐色砂質土（2.5Y 5/4) 
しまりなし、全体的に粗い砂粒をやや多く含む。近世の耕作土。

にぶい黄色砂質土（2.5Y 6/4)
しまり弱い、やや粗い砂粒を含む。近世の耕作土。

オリーブ褐色粘性土（2.5Y 4/4) 
ややしまる、粘性あり。細かい砂粒少量、マンガンを含む。　
オリーブ褐色粘性土（2.5Y 4/6) 
Ⅲaよりもややしまり強い、粘性あり、マンガンをやや多く含む。

にぶい黄色砂質土（10YR 5/4)
 しまり、粘性強い。マンガンを少量含む。

黒色粘性土（10YR 5/4) 
しまり弱いが、粘性強い。全体で最も黒色が強い粘質土。
暗灰色粘性土（5VIbG 4/1) 
しまり弱い、粘性強い。全体で最も黒色が強い粘質土。

灰オリーブ色粘性土（5Y 4/2) 
しまり、粘性やや強い。部分的にマンガンを少量含む。
灰オリーブ色粘性土（5Y 5/3) 
しまり、粘性はVa層よりも弱い。

オリーブ黒色粘性土（5Y 3/1) 
しまり弱いが、粘性やや強い。
青灰色粘土層（10GY 4/1) 
しまり弱い、粘性やや強い。水分を多く含む。

地山

弥生以前

基本層序（各トレンチ共通）

遺物包含層（遺構検出層）

0 1m
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８　玉名平野遺跡群（B 地点）

第 26 図	 玉名平野遺跡群 (B-1 地点）土層断面柱状図



であるⅥ層が深い位置で確認された。B-2 地点では、
遺構・遺物は認められない。
　B-3 地点は、今回確認調査を実施した中でも最も
南側の地点であり玉名バイパス北側で一部は、柳町
遺跡の範囲を含む。この地点は、他の 2 地点でみ
られた砂層がほとんど見られない。Ⅳ層の堆積も一
部の範囲に限られるが、1557-1 番地、385 番地ト
レンチに見られる遺物包含層（第 30 図 ②層）では、
古墳時代の遺物が多く出土する。385 番地トレン
チでは、この遺物包含層から掘りこまれた遺構もト

レンチ壁面ではあるが検出しており、遺物包含層上
面が遺構面となる可能性が高い。遺構の埋土は、黄
灰色粘質土を主体とする土であり、さらに分層はで
きたがトレンチ壁面が崩落する危険があったため詳
細な観察は避けた。遺構検出面から 70cm 下の遺
構埋土内では、土師器甕（第 28 図 5）が出土した
ことからも遺構の時期は、古墳時代と考えることが
妥当であろう。掘り方はさらに下方に伸びているた
め、遺構は井戸である可能性が高い。
　地番が 300 番代と 400 番代の土地は、周辺より
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Ⅱ　令和２年度の調査（試掘・確認調査）

第 27 図	 玉名平野遺跡群 (B-2 地点）トレンチ位置図
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※柱状図の頭にある数字は地番を表す。
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８　玉名平野遺跡群（B 地点）

第 28 図	 玉名平野遺跡群 (B-2 地点）土層断面柱状図



現地表面の標高が低く、遺物包含層も他の地点より
も深い位置で確認した。そのため、この地番の違い
が旧地形を表している可能性も考えられる。
　今回の確認調査で、もっとも埋蔵文化財が残存し
ている可能性が高いのは遺物包含層が 4 か所で検
出された B-3 地点と思われる。これは既に調査がが
実施しされ、多くの重要な遺構・遺物が見られた柳
町遺跡の範囲と重なっていることからも明らかであ
ろう。B-2 地点は、遺物包含層こそ発見されていな
いがⅣ層以降は地形的な起伏が小さく比較的平坦で
あるため、古い水田等が見つかる可能性が十分考え
られる。B-1 地点は、遺物包含層の存在に加えて、
B-2 地点でみられたⅣ層も堆積しており、ここでも
古い水田が検出される可能性が考えられる。また
B-1 地点が立地する扇状地形の後背には古墳などの
遺跡が多く存在し、崩落した遺跡から流入した遺物

が砂層等から発見される可能性も含まれる。そのた
め、遺物包含層の下に堆積した砂層内における遺物
の存在にも注意が必要である。
出土遺物（第 31 図　３～ 12）
　3･4 は、弥生土器鉢である。口縁部は「く」の字
状で口縁端部はヨコナデにより若干外反する。頸部
内面付近には口縁部と体部との接合時の指頭圧痕が
残る。体部外面にはハケメ調整がみられる。体部内
面は、丁寧なナデにより仕上げられる。4 の底部外
面には若干ケズリの痕跡もみられる。5 は、土師器
甕の口縁部～体部片である。内外面ともにハケメ調
整が見られるが口縁部はヨコナデにて仕上げられ、
口縁端部には強めのヨコナデが行われる。肩部には
黒斑がみられ口径よりも肩部径が狭い。6 は、脚付
鉢の胴部である。胴部外面にはハケメ調整のあとに
ナデが行われる。内面には全体的にナデが行われ口
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Ⅱ　令和２年度の調査（試掘・確認調査）

第 29 図	 玉名平野遺跡群 (B-3 地点）トレンチ位置図
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※柱状図の頭にある数字は地番を表す。

L=5.1m

L=5.2m L=5.2m

L=5.1m

地山

遺物包含層

Ia

Ib
Ⅱa
Ⅱb

Ⅲb

Ⅳa

Ⅴa

VIb

Ⅲa

Ia

Ib

Ⅱa

Ⅱb

Ⅳa

Ⅴa

Ⅴb

VIb

Ⅳb

Ⅱc
Ⅱc

Ia

Ib

Ⅱa

Ⅱb

Ⅴa

Ⅴb

VIb

Ⅲb

Ⅲa

Ia

Ib
Ⅱa
Ⅱb

Ⅴb

VIb

Ⅲb

Ⅲa

Ⅱc

Ia

Ib

Ⅱa

Ⅱb

Ⅴb

VIb

Ⅲb

Ⅲa

Ⅱc

Ⅴa

Ia

Ib
Ⅱa
Ⅱb

Ⅴb

VIb

Ⅲb

Ⅲa

Ⅱc

Ⅴa

Ia

Ib
Ⅱa
Ⅱb

 

Ⅲa

Ⅱc

Ⅴa

Ⅳa

Ia

Ib
Ⅱa
Ⅱb

VIa

Ⅱc
Ⅳa

Ⅴa
Ⅴb

VIb

Ⅳb

Ia

Ib
Ⅱa
Ⅱb

VIa

Ⅱc

Ⅲa

Ⅲc

Ⅴb

Ⅲb

Ⅴa

VIb

Ia

Ib
Ⅱa
Ⅱb

VIa

Ⅱc

Ⅲa

Ⅲc

Ⅴb

Ⅲb

Ⅴa

VIb

Ia

Ib
Ⅱa
Ⅱb
Ⅱc

Ⅲa

Ⅲc

Ⅴb

Ⅲb

VIb

Ia
Ib
Ⅱa
Ⅱb
Ⅱc
Ⅲa

Ⅲc

Ⅲb

VIb

Ia

Ⅱa

Ⅱb

Ⅲa

Ⅴb

VIb

Ia

Ib
Ⅱa
Ⅱb

Ⅲa

Ⅴa

Ia

Ib
Ⅱa
Ⅱb

Ⅲa

VIa

Ⅲb

Ia

Ib
Ⅱa
Ⅱb

Ⅲa

Ⅴa

VIa

Ⅲb

Ⅱc

Ia

Ib

Ⅱa

Ⅱb

Ⅲa

Ⅴa

VIa

Ⅱc
Ⅱc

Ⅴb

VIb

Ⅱc

Ⅴa

Ⅴb

Ⅲb

Ⅴb砂

砂

砂

VIa

②

②
②

砂

1552-1
1547-1

1558-1
1553-1 1557-1南 1557-1北

1560-1
1561-1

1559
1571-1

1554
1555

1574-1
1576-1

379
380
381

377-1
378

386-1
387-1 385

400
401

405-1
406 422-1 407-1東 407-1西

0 1m

- 21 -

８　玉名平野遺跡群（B 地点）

第 30 図	 玉名平野遺跡群 (B-3 地点）土層断面柱状図



縁端部は、ヨコナデにより成形される。７は、弥生
土器高坏の坏部である。脚部は欠損しており、形状
は不明である。坏体部外面にはハケメ調整のちナデ
が行われ、一部指頭圧痕が残る。外反する坏口縁部
外面は、ヨコナデにて成形される。坏部内面は、ハ
ケメ調整が行われ、坏口縁屈曲部内面は、ヨコナデ
が行われる。８は、弥生土器高坏の脚部で坏の底部
が一部残存する。脚部外面にはハケメ調整が行われ、
内面にはしぼり痕が見られる。９は、白磁碗の底部
である。高台部まで施釉されておらず高台上部では
釉溜りがみられる。また見込み部分は蛇の目釉剥ぎ
が行われる。10~12 は、陶製土管である。10･11

は、粘土板を円筒形に成形し、片方の端部に一回り
径の大きい受け部を接合したもので、全体的に食塩
釉を施釉する。11 は、端部に粗砂が大量に付着す
る。法量は、どちらもほぼ同一であるため規格が定
められた工業製品と思われる。13 は、水閘土管で
ある。２本の短い陶製土管を縦、横に組み合わせた
様な形状をしている。縦管底部は貫通していない。
横管は 1 本の土管ではなく、個別に作られたもので、
それぞれを縦管に接合している。横管にはにそれぞ
れ 11･12 の土管が接続された状態で検出されてお
り、暗渠を保守・点検するための設備および排水管
理ためのものと考えられる。

第 31 図	 玉名平野遺跡群 (B 地点）出土遺物実測図
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Ⅱ　令和２年度の調査（試掘・確認調査）
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写真 14	 玉名平野遺跡群（Ｂ -1 地点）1677 東 T 調査状況 写真 15	 玉名平野遺跡群（Ｂ -2 地点）1458T 調査状況

写真 16	 玉名平野遺跡群（Ｂ -2 地点）1461T 調査状況 写真 17	 玉名平野遺跡群（Ｂ -2 地点）1465-1T 調査状況

写真 18	 玉名平野遺跡群（Ｂ -2 地点）1529T 調査状況
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８　玉名平野遺跡群（B 地点）

写真 19	 玉名平野遺跡群（Ｂ -3 地点）385T 調査状況

写真 20	 玉名平野遺跡群（Ｂ -3 地点）1557-1 北 T 調査状況 写真 21	 玉名平野遺跡群（Ｂ -3 地点）1560-1T 調査状況



写真 22	 玉名平野遺跡群（Ｂ地点）出土遺物（3～ 9）

写真 23	 玉名平野遺跡群（Ｂ地点）出土遺物（10 ～ 12）
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Ⅱ　令和２年度の調査（試掘・確認調査）

5

4

8

3

7

9

6

10

1112



９　築地館跡９　築地館跡

所 在 地： 玉名市築地陣内 2401

調査原因：専用住宅
対象面積：138.42㎡
調 査 日：令和 2 年 11 月 24 日
調 査 者： 父雅史

　調査地は、境川右岸の台地上に位置する標高約
18m の地点でこの一帯は、大野氏関連の中世居館
跡と推定され土塁や空堀が現状でも確認される。　
　調査地にはトレンチを 2 本設定し、堆積状況と
埋蔵文化財の確認を行った。その結果、調査地内は
客土と整地層が地山である明褐色土層の直上まで堆
積し、地山上で検出されたのは現代の撹乱以外は見
当たらず、中世居館跡関連遺構やその他の埋蔵文化
財は、認められなかった。西側隣地は、過去に実施
された確認調査でピット群を検出したが、ピットの
底がわずかに残っているだけで既に削平を受けてい
る状況であった。これらの状況から今回の調査地も
削平を受けており埋蔵文化財は、残存していないも
のと考えられる。そのため、埋蔵文化財に影響を及
ぼす可能性は、低いと考えられ慎重工事となった。

1T 2T
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Ic
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Ia
Iｂ層   客土
Ic 層　整地層
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　　　しまり、粘性やや強い　無遺物層

層  表土
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﻿９　築地館跡

写真 24	 2 トレンチ掘削状況（南東から）
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第 32 図	 築地館跡調査地位置図

第 33 図	 築地館跡トレンチ配置図

第 34 図	 築地館跡土層断面柱状図



１０　玉名平野遺跡群（C地点）１０　玉名平野遺跡群（C地点）

所 在 地：玉名市玉名
　　　　　　　　字下深田 1241-1,1242-1,1243-1
調査原因：薬局
対象面積：1935㎡
調 査 日：令和 2 年 11 月 30 日
調 査 者：中村安宏

　調査地は、菊池川右岸における玉名平野の低湿地
上に位置する標高約 6.5m 付近に広がる水田区画の
一つである。
　確認調査は、調査地の中央付近にトレンチを設定
し堆積状況や埋蔵文化財の有無を確認した。トレン
チは、地表面から約 1.7m の深さまで掘削を行い、
Ⅰ層からⅨ層まで確認した。近隣調査区の発掘調査
成果によればⅤ層は、古代水田が検出された層で、
Ⅶ層が調査地西側の臼間山地から伸びる扇状地突端
における砂胎の一部の砂層であり、Ⅸ層は、弥生時
代の堆積層に相当すると考えられるがⅨ層に至るま
で埋蔵文化財は、認められなかった。
　以上のことから埋蔵文化財に対し影響を及ぼす可
能性は低いと考えられるため慎重工事となった。
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Ⅱ　令和２年度の調査（試掘・確認調査）

Ⅴ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ

Ⅸ

Ⅳ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

Ⅰ層　現在の耕作土
Ⅱ層    黒灰色土　
　　　１～２㎜大の砂粒を含む。
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第 35 図	 玉名平野遺跡群（Ｃ地点） 調査地位置図

第 36 図	 玉名平野遺跡群（Ｃ地点）トレンチ配置図

第 37 図	 玉名平野遺跡群（Ｃ地点）土層断面柱状図

写真 25	 玉名平野遺跡群（C地点）トレンチ掘削状況（東から）



Ⅲ　令和２年度の調査
　（発掘調査）



1　高岡原遺跡（東区・西区）1　高岡原遺跡（東区・西区）

所 在 地　東区：玉名市山田字高岡原 1996-12
　　　　  西区：玉名市山田字高岡原 1996-7
調査原因：専用住宅
対象面積　東区：69.85㎡
　　　　　西区：78.00㎡
調査日   東区：令和２年 9 月 10 日～ 10 月 9 日
  　　　 西区：令和 2 年 10 月 21 日～ 10 月 30 日
調 査 者：中村安宏　 父雅史

（１）調査体制
令和 2 年度（確認調査・整理作業）
調査主体　玉名市教育委員会
調査責任　教育長　池田誠一 ( 令和 2 年 12 月 3 日まで）

                  教育長　福島和義 ( 令和 2 年 12 月 4 日から）

調査総括　教育部長　西村則義
　　　　　文化課長　伊藤恵浩
　　　　　課長補佐兼文化財係長　田中康雄
庶務担当　主査　 父雅史
調査担当　主査　中村安宏
　　　　　主査　 父雅史

発掘作業員　東区：陶山哲士、中嶋明子
　　　　　　西区：小塩勝美、陶山哲士、中嶋明子
整理作業員　北嶋百合子、藤井めい子

令和 3 年度（報告書作成）
調査主体　玉名市教育委員会
調査責任　教育長　福島和義
調査総括　教育部長　藤森竜也
　　　　　文化課長　伊藤恵浩
　　　　　課長補佐兼文化財係長　田中康雄
庶務担当　　主査　宇田員将
報告書担当　主査　宇田員将

（２）調査に至る経緯
　今回は、両区とも専用住宅の新築にともない、そ
れぞれ令和 2 年 8 月 18 日（東区）、令和 2 年 10
月 16 日（西区）に文化財保護法第 93 条第 1 項に
基づく埋蔵文化財発掘の届出が提出され、東区にて
確認調査を実施した。確認調査の結果から発掘調査
を実施する必要が生じたため、令和 2 年 9 月 8 日

（東区）、令和 2 年 10 月 16 日（西区）付けで文化
財保護法第 99 条第 1 項に基づき埋蔵文化財発掘調
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Ⅲ　令和２年度の調査（発掘調査）

第 38 図	 遺跡周辺地形分類図
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78 山田山吉祥寺跡 177 中尾馬場古塔碑群 413 鳥居原遺跡

83 山田中嶋遺跡 178 玉名高校校庭遺跡 490 平嶋遺跡

84 山田松尾平遺跡 180 春出丸塚 536 南大門遺跡群

86 糠峯古墳 182 春出遺跡 542 立願寺池

87 糠峯西畑遺跡 184 南出遺跡群 543 官道跡

91 玉名郡家跡 185 南出地下式土坑 544 天神木遺跡群

93 松尾原遺跡 186 南出甕棺群 545 天神木古墳参考地

94 立願寺廃寺 188 肥後同田貫鍛冶跡 546 中尾川原遺跡

98 下立願寺遺跡群 190 亀甲遺跡群 550 中世道

103 松尾遺跡 218 高瀬藩邸跡 557 慶専寺

157 妙性尼寺跡 408 山田神社門前遺跡群 558 慶専寺古塔碑群

162 東南大門遺跡 409 中尾城ノ下遺跡 646 西畑遺跡

163 古閑遺跡 410 中尾馬場遺跡

174 高岡原遺跡 411 中尾西原遺跡

078078

408408

084084

083083

163163

646646

091091

542542

087087

413413

098098

550550

543

409409

410410

544544

543545

411411

490490

546546

182182 178178

163162

157157

536536

086086

558558

557557
184184

185185 186186180180

174  高岡原遺跡

177177

188188

190190

218218

094094

093093

103103

第 39 図	 高岡原遺跡周辺遺跡分布図



査の通知を行い、それぞれの駐車場設置部分に調査
区を設定し、発掘調査を実施した。

（３）地理的環境　
　玉名市は、熊本県北部に位置する面積 152k㎡、
人口約 6 万 5 千人の地方都市である。市域は阿蘇
西麓を源流とし有明海に注ぐ菊池川の下流域を占
め、九州最大の内湾である有明海に面している。市
域中央部を流れる菊池川の周辺には、その支流であ
る繁根木川、木葉川によって形成された玉名平野が
広がる。玉名平野は３つの山地と 2 つの台地に囲
まれ、その内の一つである玉名台地上に高岡原遺跡
が展開している。玉名台地は、標高 501.4m の筒ヶ
岳を主峰とする小岱山地の南縁に形成された台地
で、玉名市域西側一帯に広がっているが、台地は著
しく開析を受け、境川や友田川が形成した谷底平野
によって所々分断される。台地崖下では、比較的豊
富な湧水がみられるため、古くから生活用水や農業

用水として利用されているが、近代になると新たに
開発された下流域に広がる農地の灌漑用水確保を目
的とし、谷の狭窄部（出口）に堤防を築き湧水を貯
える谷池形式の溜池を数多く整備していった。戦後
の空中写真では、台地上の大部分が農地で、集落は
台地上の限られた範囲に集中している様子がうかが
われるが、糠峯団地（昭和 52 年に完成）の大規模
開発を皮切りに徐々に宅地化が進み、平成 13 年に
市道築地立願寺線が完成すると沿線に大型店舗が出
店しはじめ、平成 23 年に玉名バイパスが全線開通
すると市街地化の動きがさらに加速した。

（４）歴史的環境
　境川の谷底平野により分断された玉名台地東部に
所在する高岡原遺跡は、玉名市内における弥生時代
後期の代表的な遺跡であるが縄文時代から中世にか
けての遺構も所在する。遺物に関しては、旧石器と
思われる黒曜石製の尖頭器 1 点が平成 20 年度の調
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第 40 図	 高岡原遺跡調査範囲一覧
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査区で撹乱層から出土し、同遺跡に隣接する糠峯西
畑遺跡（第 39 図 087）では平成 13 年度の調査で
後世の遺構埋土からサヌカイト製の尖頭器 1 点が
出土したことから、旧石器時代においても遺跡周辺
で人々が活動していたことがうかがわれる。
　平成 14 年度の確認調査では、縄文時代の土坑が
3 基発見され、併せて石斧、磨石、円盤型石器が出
土、また平成 20 年度確認調査では、深鉢の底部片
が出土するなど高岡原遺跡では縄文時代におていも
遺構の検出や遺物が出土している。
　高岡原遺跡含むその周辺では弥生時代前期の遺構
は未確認だが、中期に関しては令和元年度に調査を
実施した鳥井原遺跡（第 39 図 413）で４基の竪穴
住居を検出し、糠峯西畑遺跡で検出した甕棺墓と合
わせ、玉名台地東部に弥生時代中期の集落が存在
したことは明らかであろう。弥生時代後期になる
と、高岡原遺跡では多くの竪穴住居跡が発見されて
おり、同遺跡が弥生時代後期における拠点集落の
一つであった可能性が高い。平成 4 年度の調査で
は、24 基の住居跡と共に後漢鏡（破鏡）や小型仿
製鏡が出土し、平成 17 年度に実施された南側隣地
の発掘調査では、竪穴住居跡 6 基を確認し、土器
と共に袋状鉄斧が出土した。平成 29 年度には、平
成17年度調査区の西側隣地において調査を実施し、
弥生時代後期末を中心とした遺構を確認、土器と共
に袋状鉄斧、鉇などの鉄器も出土した。また同年の
分譲地進入路部分における発掘調査では竪穴住居跡
6 基を検出した。
　古墳時代に入るとそれまで主に台地上で展開して
いた集落は、弥生時代終末期から古墳時代前期を境
に途絶し始め、新たに沖積地上に集落が出現し始め
る。また玉名平野に面した丘陵地では古墳が多く出
現する。高岡原遺跡周辺では、天神木古墳（第 39
図 545）や糠峯古墳（第 39 図 086）があるが、天
神木古墳は、古墳参考地であり、糠峯古墳は、団地
建設用地の造成時に損失してしまっているためその
古墳の規模や形状、築造時期などの詳細は不明であ
る。そのような中、平成 29 年度の分譲地進入路部
分における調査で、古墳時代の竪穴住居 1 基を検
出したことは、同遺跡内あるいはその周辺にこれら
の古墳に関係する集団が存在していた可能性を考え

る根拠となるであろう。
　玉名台地東部には、古代前期に立願寺廃寺や玉名
郡倉跡などに代表される玉名郡衙関連遺跡が立地し
ており、玉名郡の拠点として中心的役割を担う場所
であった。玉名郡は、日置氏が郡司を務め、玉名平
野開発に大きく貢献したといわれるが、小岱山南麓
で古代から始まった鉄生産にも関与してるとされ、
玉名平野の開発と鉄生産を伴った大きな経済的基盤
を持っていたとされる。高岡原遺跡は、玉名郡衙に
関連する遺跡群の西側に立地しており、検出された
古代の遺構はこれらと無関係ではなかったであろ
う。平成 11 年度、平成 14 年度、平成 17 年度に
それぞれ実施した確認調査では、幅 1m 前後の溝を
検出し、平成 12 年度の確認調査では古代道路を示
す波板状遺構、平成 20 年度の確認調査では、古代
まで遡る可能性が考えられる道路遺構（山田村道）
の路肩を検出するなど、玉名台地東部における一連
の古代遺跡群の存在が想定される。
　古代後期になり律令体制が崩壊し、地域支配が荘
園公領制へ変化する中で、日置氏の勢力も衰退し、
伊倉郷の一員郡司におさまり、玉名郡に対する影響
力は限定的となった。そのような社会情勢の中で、
高岡原遺跡が立地する玉名郡西郷の一員郡司となっ
たのは大野氏であった。遺跡範囲の西端にはかつて
高岡城跡（現在は高岡原遺跡に含まれる）とされた
場所が存在するが、ここには、後に大野氏となる紀
国隆、もしくはその長男が住んでいたという伝承が
ある。この周辺では平成 11 年度の確認調査で南北
に伸びる 2 条の溝が検出され、平成 17 年度の確認
調査でも南北に伸びる溝状遺構を検出した。これら
の溝は、幅が約 4m 近くあるため高岡城西側の区画
溝であった可能性が考えられる。また平成 28 年度
に実施した大型店舗建設に伴う調査では、中世の掘
立柱建物 6 棟、溝状遺構 1 条などを検出するとと
もに、14 世紀～ 16 世紀代の青白磁などが出土し
たことから、少なくとも 14 世紀代にはこのあたり
に城（居館）があった可能性は高い。紀国隆は 10
世紀代中頃もしくは 12 世紀末の人物とされ、その
長男もそれに近い時期の人物と想定されるため、伝
承通りであるとは考えにくいが、高岡城跡が大野氏
に関係していた可能性は十分考えられる。
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第 41 図	 高岡原遺跡東・西区遺構配置図
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（７）高岡原遺跡東区の遺構と遺物
竪穴住居 SI01 ～ SI03（第 41 図・第 43 図）
　SI01 ～ SI03 は、それぞれのプランが切り合い、
全体のプランを確認できないがいづれも方形の竪穴
住居と想定される。SI01 は、残存するプランから
南北軸が約 4.3m で深さ、約 20cm を図る。ベッド
状遺構などの付帯設備は認められない。SI02 は南
北軸が約 3.7m、深さ約 37cm の法量をもつ。北側
には高さ 5cm 程度のベッド状遺構が見られるが東
側に段差が認められるためこちらにもベッド状遺構
が設けられた可能性がある。西側は SI01 と切り合っ
ており、ベッド状遺構の有無は不明である。住居の
中央付近には長さ約 67.2㎝、深さ約 11.2㎝の方形
土坑がみられ、土坑の底には焼土が確認されたた
め、この土坑は炉と考えられる。この炉を挟んで径
約 21㎝の柱穴が 2 穴認められる。
　SI03 は角を持つプランが検出されたため方形プ
ランの竪穴住居と考えられるが、検出範囲が狭く詳
細は不明である。平成 29 年度に実施された進入路
の調査区において、SI01・SI03 に合うプランは見
つかっていない。遺物は、ほとんどが SI02 から出
土しており器種も様々であるが、概ね弥生時代後期
後葉～弥生時代終末期のものが多い。
出土遺物（第 44 図　13 ～ 27・29）
　13 は、弥生土器壺の底部である。全体的に表面
が摩滅しており、調整の詳細は不明であるが、外面
には若干ハケメが、内面には指頭圧痕がみられる。
14 は、弥生土器鉢の口縁から底部片である。体部
から底部にかけて外面に黒斑が見られる。器表面は
摩滅が激しく調整は不明。胎土には長石粒を多量に
含む。15 も弥生土器鉢である。14 と同様に胎土に
は長石粒を多量に含む。口縁部付近はヨコナデ、口
縁端部はナデにて面を持たせる。体部外面にはハケ
メ調整が行われる。体部内面にもハケメ状の痕跡
が見られるが、ナデ痕跡の可能性もある。16 ～ 20
は、弥生土器甕の脚部である。16 ～ 20 の脚端部
は、丁寧なヨコナデにより面を持たせる成形がなさ
れる。16･17 と比べ 18 ～ 20 の脚端部は外にしっ
かりと張り出す。16･17 は、底部内面にハケメが
見られる。19 は、摩滅が激しく詳細は不明である
がハケメ調整が行われた可能性がある。20 は、外

（５）調査の方法　
　平成 29 年度に分譲地の進入路造成工事に伴って
発掘調査を実施したが、今回は、その進入路の東西
に接する専用住宅の駐車場部分に調査区を設定し
た。進入路東側に設定した調査区を東区、西側に設
定した調査区を西区とし調査を実施した。それぞれ
の調査区は隣地の構造物に影響を及ぼさないよう土
地境界より 50㎝ほど内側の範囲で設定した。調査
区の表土掘削は平爪を装着したバックホーを使用
し、包含層および遺構掘削は移植ごてや三角ホーを
使用し人力で行った。実測図は概ね 1/20 で記録し、
一部写真測量を用いて図化した。記録写真撮影はす
べてデジタル一眼カメラを使用した。出土した遺物
はすべて水洗いを行い、乾燥させたのち必要事項を
記入したラベルと一緒に袋にいれ、保管している。

（６）調査区の概要と基本層序（第 42 図）
　東区では 3 基の竪穴住居と 1 条の溝を検出し、
西区では 2 基の竪穴住居と２つの土坑、1 つの不明
遺構とピットを多数検出した。これらの遺構の内、
東区の SD01 や西区の SI04 のように平成 29 年度
調査で検出された遺構とプランが合うものもみら
れ、遺跡の連続性を示している。
　東区は、SD01 上層で瓦器埦片が出土したことを
考慮すると、中世以後に調査区内の遺構はすべて埋
まっていたと考えられる。遺構面の上に堆積する東
区 1･2 層は、一定の厚さで平滑に広がる耕作土で
あり、遺構埋没後は、現代まで畑地として安定的に
利用されていたことがうかがわれる。西区も畑地で
あったため耕作土層（西区 1･2 層）がみられるが
遺構面と耕作土層との間には西区 3 ～ 6 層の堆積
がみられる。これは平成 29 年度調査の基本層序で
も同様で、耕作土と遺構面との間にⅢ層（Ⅲ a・Ⅲ b）
の堆積があり、それぞれ近世・近代相当の層と想定
している。このことから西区 3・4 層がⅢ a 層、西
区 5･6 層がⅢ b 層にそれぞれ相当すると考えられ
る。これは、東区 3 層も同様にⅢ層の範疇で考え
ることができるため、遅くとも近代には調査区周辺
の整地が伴う耕地化がなされたと考えることができ
よう。
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第 43 図	 高岡原遺跡東区 SI01 ～ 03 平面図・断面図（断面図は SI02 のみ）
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面に細かいハケメ調整がみられる。21 は、弥生土
器壺口縁部である。外面には口縁端部まで伸びるハ
ケメ調整が行われるが、口縁端部を成形する際のヨ
コナデにて端部付近のハケメ痕は消されている。口
縁部は外反し、端部が丸く成形される。22 は、弥
生土器壺の口縁部から体部片である。口縁端部は、
つまむようにヨコナデを行うことで端部断面に角を
持たせる。口縁部にはハケメ調整、頸部には突帯を
貼り付け、突帯の下部には奥から手前に工具を移動
させる動作を連続して行い、突帯下部に刺突文を巡
らせる。体部は、タタキが行われている。23･24 は、
弥生土器高坏の坏部である。23 は、胎土に長石粒
を多量に含み、端部と坏体部との接合部には段差が
みられる。端部は、ヨコナデにより大きく外反させ
る。24 は、外面に細かいハケメ調整が見られるほ
かは摩滅が激しく詳細は不明。脚部との接合には粘
土塊を用いたと思われる。25 は、弥生土器高坏脚
部である。全体が摩滅しているため詳細は、不明で
あるが上部は、頸部との接合面であったと思われ

る。26･27 は、弥生土器の器台下部である。外面は、
いずれもタタキが行われる。端部は、ヨコナデによ
り面を持たせるような成形が行われる。29 は、安
山岩製の台石片である。三角形状であるが、欠損部
位があり、全体の形状は不明。端部にも敲打痕が見
られ、敲石としても利用されていたと思われる。
溝 SD01（第 41 図）
　調査区を南西から北東方向に斜めに伸びる溝で深
さ約 50㎝、断面形状は逆台形である。埋土は、3
層に分かれ（第 42 図  4 ～ 6 層）、最上層では 12
世紀後半から 13 世紀初頭の瓦器埦片が出土したた
め、中世前期には埋没していたと考えられる。
出土遺物（第 44 図　28）
　28 は、瓦器埦である。体部下半は、ユビオサエ
にて成形し横方向にヘラケズリが行われる。底部に
は低く断面が鈍い三角形の高台が貼り付けられる。
ミガキは、内面で確認され、体部から見込み部にか
けて横方向に行われるが粗雑である。炭素の吸着は、
外面が顕著にみられるが内面はあまり見られない。
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第 44 図	 高岡原遺跡東区出土遺物実測図
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第 45 図	 高岡原遺跡西区 SI04 平面・断面図
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第 46 図	 高岡原遺跡西区 SI05 平面・土層・断面図 第 47 図	 高岡原遺跡西区出土遺物実測図



広がり若干上方に反り返る。また脚部中ほどには 2
対の穿孔が見られる。32 は、弥生土器甕脚部である。
内外面ともにヨコナデにて成形されるが、脚端部は、
外側に踏ん張る形状で丁寧にヨコナデが行われてお
り面が形成される。33 は、弥生土器鉢である。土
器の表面は、摩滅しているが体部外面にはハケメ調
整が残る。口縁端部は、内外面からヨコナデするこ
とで面を形成させる。34 は、弥生土器壺底部片で
ある。底部は、丸底の頂点が平坦になっている。外
面には黒斑がみられる。器面調整は、外面に関して
はハケメ調整やナデが行われるが内面は、調整が摩
滅しており詳細は不明である。

（９）まとめ（第 48 図）
　今回の調査は、平成 29 年度に実施した分譲地進
入路部調査区の調査成果を考慮し、遺構の広がり
を把握した上で高岡原遺跡の性質を解明すること
が一つの課題であった。調査の結果、分譲地進入
路部調査区の S02（以下 S02 とする）・S04（以下
S04 とする）が今回の調査区で検出された遺構と
一体となる可能性が高くなった。SI04 は、S02 と
同じ竪穴住居となる可能性が高く、SD01 も S04 と
同じ溝であることが判明した。分譲地進入路調査
区 S03（以下 S03 とする）は、東区まで広がって
いたと考えられるが SD01 により破壊され、東区
においても S03 に対応する遺構は認められないた
め、遺構の詳細は不明である。SI03 は、分譲地進
入路部調査区側へプランが広がっていたと思われる
が、こちらも対応する遺構は認められない。この
ことから S03 が SI03 に先行する遺構と考えられ、
SI01 → SI03 → S03 の新旧関係が成立する。溝に
関しても SD01 は、S04 に続き、さらに溝は南下す
ることが明らかになった。このことから、少なくと
も今回の調査区とその周辺において弥生時代後期と
古代に関して遺跡の連続性が認められたといえる。
弥生時代後期の竪穴住居について（第 49 図）
　高岡原遺跡は、圧倒的に弥生時代後期の竪穴住居
が多く弥生時代後期集落遺跡としての印象が強い。
竪穴住居は、第 49 図①の線で囲まれた範囲に集中
しているがこれは、高岡原遺跡において西端に当た
り、今回の調査区もここに含まれている。今回の調

（８）高岡原遺跡西区の遺構と遺物
竪穴住居 SI04、SI05（第 41 図 ･ 第 45 図 ･ 第 46 図）
　SI04 は、南北軸が約 4.2m、深さ約 37cm の不整
形プランを持つ竪穴住居である。西側に突出部があ
り、そこには土坑が掘削される。プラン北側にも突
出部がみられるが、床面に対し段差があるためベッ
ド状遺構の可能性がある。検出プラン中央のピット
北側では焼土を検出した。SI04 と対応する平成 29
年度調査で検出した竪穴住居のプランと合わせる
と、東西約 6.8 ｍ、南北 4.8 ｍのプランで主柱穴が
4 穴の住居が想定される。SI04 が想定プランであ
る場合、検出された焼土範囲は住居の中心から大幅
に西側に偏るため、別の竪穴住居に付帯する炉の一
部となる可能性があり、同様に SI04 北側段差も別
の竪穴住居プランに付帯する可能性がある。
　SI05 は、西壁壁側で検出された竪穴住居である。
南北軸約 6m、深さ約 34cm でベッド状遺構がＬ字
状にみられるが、柱穴や焼土などは検出されず、調
査区外にプランが伸びていることもあり詳細は不明
である。
土坑 SK01、SK02( 第 42 図）
　SK01 は、長さが約 1.2m、深さ約 32cm の楕円
形状の土坑で、底は平坦となっている。SK02 は、
長さ約 1.0m、深さ約 5cm の隅丸方形の土坑である
が土坑の南側にはさらに径約 20cm、深さ約 13cm
のピット状の掘り込みがみられる。いずれの土坑も
遺構の性格・時期などの詳細は不明である。
不明遺構 SX01（第 41 図）
　SX01 は、調査区西壁側で検出された遺構である。
一見すると方形プランの竪穴住居と思われたが、遺
構底面は凹凸が激しく、平坦な床面は見られなかっ
たため竪穴住居ではなく不明遺構とした。SX01 は、
SI05 と切り合い関係がみられ、SI05 よりも新しい
ものである。
出土遺物（第 47 図）
　30 は、弥生土器鉢のミニチュア土器である。い
わゆる手捏ね土器と呼ばれるもので、全体的に指頭
圧痕が見られる。指頭圧痕は底部を中心に回しなが
ら成形し、仕上げに体部から口縁部にかけてヨコナ
デが行われる。31 は、弥生土器脚付鉢の脚部と思
われる。脚端部は、ヨコナデにて成形され大きく
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第 48 図	 高岡原遺跡遺構配置図（過去調査分との合成）



査で SI04 や SI05 が検出されたことで S02 や S03
とともに弥生時代後期の居住域が、現在の範囲から
さらに北側の台地上に広がる様子を想定できる。現
状では標高約 23m ～ 27m 付近の範囲で竪穴住居
の検出が顕著であり、これを踏まえると第 49 図②
線の範囲を中心に竪穴住居が展開する状況が考えら
れ、今後この範囲で調査を実施する際は、注意が必
要であろう。また高岡原遺跡北側には標高が 28m
を超えるが十分な広さを持つ平坦面があり、高岡原
遺跡における弥生時代後期の居住域がさらに拡大す
る可能性も考えられる。　
　高岡原遺跡は、境川が流れる谷底低地に面した台
地上に位置するが、これは、より生産活動に適した
低地を求めた結果と考えられる。弥生時代後期以前
は、鳥居原遺跡で弥生時代中期の竪穴住居跡が、糠
峯西畑遺跡では弥生時代中期の甕棺墓、溝などが検
出されており、また玉名台地北東縁に位置する松尾
原遺跡では、弥生時代中期の甕棺墓が 12 基検出さ
れる。これらの遺跡は谷尻で湧水がみられる小谷を
もつ台地上に位置するという特徴がある。弥生時代
中期から後期になり、本格的な耕作が開始されると

耕地面積の拡大に適した河川周辺の低地近辺の台地
を選択した可能性が高い。山田松尾平遺跡（第 49
図 084）や境川左岸の台地上に立地する築地館跡、
玉名台地東端の岩崎城跡（岩崎原遺跡）で検出した
弥生時代後期の竪穴住居などもこれと同様であろ
う。東南大門遺跡（第 49 図 162）は、弥生時代中
期から後期の遺跡であるが、耕作に適した低地が近
くに存在するため、そのまま継続し生活したか、再
度この場所を選択したと考えることができよう。
古代の遺構について　
　古代の溝である SD01 と同規模の遺構は過去の調
査でいくつか検出している。特に平成 11 年度、平
成 17 年度、平成 29 年度の調査において検出され
た溝は SD01 と一連の溝と考えられ、断面形状が逆
台形で幅約１～ 1.5 ｍ、深さ 0.5m ～ 1m の溝で、
それぞれを配置すると緩く弧を描く様なプランにな
る。また平成 14 年度と平成 20 年度の確認調査で
は断続的ではあるが溝状の遺構が検出され、古代道
の一部と思われる路肩も検出された。平成 12 年度
の確認調査区（A 地点）では波板状遺構が検出され、
現道の一部が古代道と関連がある可能性が指摘され
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第 49 図	 高岡原遺跡弥生時代後期竪穴住居検出分布図
（『玉名市内遺跡調査報告書Ⅴ』高岡原遺跡 平成17年度の調査から抜粋、一部改変）



た。路肩が検出された平成 14 年度、平成 20 年度
確認調査のすぐそばには幅約 6m 程の細長い地割も
残っており、これが古代の伝路もしくは駅路の痕跡
であるとの指摘があるため、これらの道路関連遺構
も伝路や駅路と無関係ではないだろう。道路関連遺
構に関してはその延長上に存在する中世道（第 39
図 550）に続き、玉名郡倉跡まで行き着けるため、
この中世道も古代道の一部であったと考えることが
できる。また、この中世道を含めた古代道は、玉名
郡家跡や立願寺廃寺と大湊（玉名駅周辺）を結ぶ官
道（第 39 図 543 の官道跡を含む）と交差するこ
とにもなり玉名台地における主要古代施設を結ぶ交
通網が構築された状況が想定される。
　SD01 と S04 は、弧を描きながら標高約 26 ～
27m 付近の地点に伸びている。平成 11 年度確認
調査地点において検出された溝を含めたこれらの遺
構は、遺構の時期や規模などで類似点がみられるた
め一連の溝であり、SD01 を含む溝群は検出状況か
ら周溝を連想させる。しかし、平成 11 年度確認調
査地点から築地立願寺線を挟んで南隣にあたる平
成 12 年度確認調査地区（B 地点）では同様の溝は

認められず、溝の行き先は不明となっている。平成
14 年度調査地点でも溝を検出したがこちらの溝は
何度か掘り直された状況が土層観察により判明して
おり、平面プランも細長い土坑状のものが連続し、
SD01 などと様子が異なる。また平成 20 年度確認
調査区では古代道路に向かって溝状遺構が伸びるた
め、これらの溝は古代道に付随する遺構の可能性が
あり、これを SD01 などと同様の溝とするには検討
の余地がある。SD01 を含む溝群が周溝となる場合
は、周溝に伴う遺構の存在も重要となる。SD01 近
辺では過去の確認調査において掘建柱建物が 2 棟
検出したのみで、これらの掘立柱建物が溝西側（周
溝の外側）に位置するため、現状では溝に関連する
とは考えにくい。また、平成 11 年度実施の確認調
査では溝南側（周溝の内側）でピットを複数検出し
たが建物を構成するに至らず、溝を伴った遺跡像は
認められない。そのため築地立願寺線よりも北側で
検出された溝は排水溝などの周溝以外の性格も想定
しなければらないだろう。しかしながら平成 11 年
度の確認調査では瓦片や風字硯の破片が溝内で出土
し、これらの遺物が寺院や官衙関連施設の存在をう
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Ⅲ　令和２年度の調査（発掘調査）
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第 50 図	 高岡原遺跡古代遺構検出状況図



かがわせるものであるため、古代道と推定される遺
構の存在も含め、高岡原遺跡にも溝を伴う何らかの
古代施設が存在した可能性は十分に考えられる。
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試掘・確認調査試掘・確認調査
高
たかせはんていあと

瀬藩邸跡  玉名市岩崎 43206 　32°55′51″ 130°33′12″ 個人住宅

繁
は ね ぎ い せ き ぐ ん

根木遺跡群 玉名市繁根木 43206 　32°55′40″ 130°33′33″ 調査依頼

吉
よしまるまえいせき

丸前遺跡 玉名市寺田 43206 　32°55′26″ 130°35′02″ 道路

来
ら い け ん じ

顕寺 玉名市青野 43206 　32°54′36″ 130°35′38″ 納骨堂

岩
いわさきばるいせき

崎原遺跡 玉名市立願寺 43206 　32°56′04″ 130°33′14″ 2020 年 4 月 個人住宅

玉
た ま な へ い や い せ き ぐ ん

名平野遺跡群 ( Ａ地点） 玉名市玉名 43206 　32°56′45″ 130°34′38″ ～ 店舗

高
たかおかばるいせき

岡原遺跡 玉名市山田 43206 　32°56′15″ 130°32′39″ 2021 年 3 月 個人住宅

玉
た ま な へ い や い せ き ぐ ん

名平野遺跡群 ( Ｂ地点） 玉名市玉名 43206 　32°56′29″ 130°34′12″ 調査依頼

築
ついじやかたあと

地館跡 玉名市築地 43206 　32°56′08″ 130°32′00″ 個人住宅

玉
た ま な へ い や い せ き ぐ ん

名平野遺跡群 ( Ｃ地点） 玉名市玉名 43206 　32°56′47″ 130°34′22″ 店舗

発掘調査発掘調査
高
たかおかばるいせき

岡原遺跡　東区 玉名市山田 43206 　32°56′15  130°32′39″ 2020 年 9 月 10 日　
　             ～ 10 月 9 日

69.85 個人住宅

高
たかおかばるいせき

岡原遺跡　西区 玉名市山田 43206 　32°56′15 130°32′39″ 2020 年 10 月 21 日　
　           ～ 10 月 31 日 78.00 個人住宅

　

 

主主 な 遺 跡 名な 遺 跡 名 種 別種 別 主 な 時 代主 な 時 代 主 な 遺 構主 な 遺 構 主 な 遺 物主 な 遺 物 特 記 事 項特 記 事 項

高瀬藩邸跡 官衙 近世・近代 溝状遺構・ピット 磁器・素焼き陶器

繁根木遺跡群 包蔵地
古墳時代・中世・近世
・近代

溝状遺構 須恵器 ･ 瓦・ガラス製品

玉名平野遺跡群（B 地点） 生産 弥生時代～古墳時代 井戸 弥生土器

高岡原遺跡 包蔵地 弥生時代 住居跡・土坑・ピット・溝 弥生土器
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